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3本日はお忙しい中、地域研究センターのシンポジウ
ムにご出席いただきまして、誠にありがとうございま
す。また皆様方には、日頃から私共長岡短期大学に大
きなご理解、ご支援をいただき、心より御礼申し上げ
ます。
本学は地域社会に貢献する人材を育成することを目
指しております。地域研究センターもまた地域社会に
貢献することを念頭に、長岡短大の持っている知的蓄
積、情報等を地域社会に開放し、地域の皆様に少しで
もお役に立てるようにと考えてきました。具体的には、
調査研究にはじまり、公開講座を開いたり、地域研究
という機関誌を年に１回刊行しております。さらに、
企業の皆様に御出いただき、研究会を開催しています。
このシンポジウムもその事業の１つです。地域研究セ
ンターは、平成３年10月に発足し、今年で満９年にな
ります。毎年、問題になっているテーマをとらえ、皆
様方と一緒に研究、検討することを主だってやってき
ました。
そこで今回は、市場構造急変の中の企業戦略という
テーマを掲げました。後ほどのパネルディスカッショ
ンには、この地域でご活躍され、成功を収められてい
る方々の中から、３名にご出席いただき、私共の方か
らは３名の教員が参加します。どうか、最後までご静
聴いただきまして、質問等がございましたら、ご遠慮
なくご発言していただきたいと思っております。
なお、長岡短期大学は、最近の時代の要請や地域社
会の要望を受けまして、来年の４月から４年制の大学
に転換することを文部省に認可申請しているところで
す。12月20日頃にはその結果が出ます。学部の方は産
業経営学部、学科は産業経営学科となり、経営情報、
現代流通、産業経済、さらに地域経済というコースを
設けて、実際の産業社会に役立つ人材を養成すること
を進めていきたいと思っています。
この地域研究センターも、今後一層、地域社会、地
域企業、あるいは地域の公共団体等と連携を密にして、
地域の発展や企業のお役に立つように改善、充実を図
っていきたいと思っています。
今日は企業の皆さん、公共機関、関係団体の方々な
ど大勢の方に御出いただいておりますので、この場を
かりて一言お願い申し上げたいと思います。長岡短期
大学が４年制大学になりましても、来年４月には卒業
生がおりますし、短期大学の方も継続していきますの
で、ご支援を承りたいと思います。特に、学生の就職
につきましては、何卒、従来以上のご協力、ご支援を
お願い申し上げて、簡単ではございますが、開会のご
挨拶とさせていただきます。
【主催者あいさつ】
本学学長・当センター所長　　　　中　西　貞　夫
基　　調　　報　　告
新潟県における産業・企業と企業家の変遷
長岡短期大学専任講師　　　松本　和明
ただ今ご紹介いただきました長岡短期大学専任講師
の松本です。私の専門分野は、新潟県内の企業や企業
家の歴史の研究です。新しい世紀を迎えるにあたって、
新潟県、あるいは長岡の産業、企業のあり方を考える
時に、歴史的な視点、長期的な視点でとらえることに
も意義があると思いますので、今回の基調報告をさせ
ていただくことになった次第です。
そこに４枚綴りのレジメがあります。手書きの細か
い文字で恐縮ですが、これを中心にしてお話させてい
ただきます。それと先ほどお配りした地域研究の中に、
私の小論が掲載されておりますので、それと共に、お
話を展開していきたいと考えています。
明治から現代にかけての新潟県そして長岡における
産業の発展の動向をふりかえってみた時に、その主体
については様々なものが考えられます。国や県、市町
村の産業政策、経済政策も重要ではありますが、より
重要なのは、企業家、経営者の存在であると考えます。
彼らの主体的な努力、積極的な活動によって、起業が
